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特集  みんなで進める中期計画

所在地／大分県大分市
学生数／約2500人
学部／工、経営経済
大学院／工学

2020 11-1229 2020 11-12 28

取材・文／児山雄介　撮影／福山哲

日
々
の
業
務
と
大
学
の
将
来
を
つ
な
ぐ

生
き
残
り
を
か
け
た
中
期
計
画

よしむらみつのり●2003年広島大学大学院工学研究
科環境工学専攻博士課程後期修了。同年日本文理大学
工学部講師に着任。基礎学力支援センター長、人間力育
成センター長などを経て2014年建築学科教授、学長室長
に。2017年より教育推進センター長。研究分野は交通計
画・まちづくりなど。

吉村充功学長室長
教育推進センター長
工学部建築学科教授

１
期
、２
期
、３
期
と

実
効
的
な
計
画
に
進
化

第３期中長期改善施策のポイント

めざすもの

主管部署

策定実行
のプロセス

PDCAを
回す工夫

情報公表

日
本
文
理
大
学

　日本文理大学のアクションプランは、２期目に導入された２つのチェック機
能により、ＰＤＣＡをスムーズに回すことに成功している。
　夏休みに開催する進捗報告会には、全教職員が参加。部局の責任者がア
クションプランの進展と今後の見通しを報告し、計画の進捗を全学で共有す
る。年度末の審査会では、各部局が取り組み内容、ＫＰＩの達成度を報告す
る。外部理事と監事を含む審査員がＳ／Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄの５段階で評価し、春
先にかけて結果をフィードバック。それを基に学長室と各部局が、次年度のア
クションプランの詳細やＫＰＩ、予算配分などを検討するしくみだ。
　「計画は柔軟に変更することが重要」と話す吉村学長室長。成果が挙がら
ない項目は学長室が原因を探り、改善の可能性が低ければ内容の変更や中
止の決断をもいとわない。実現が難しい理想を深追いするのではなく、手が届
く範囲に目標を設定することで、計画の実効性と現場の意欲を高めている。

共有→評価→ブラッシュアップ
年次計画のＰＤＣＡを回すしくみ

学部・学科の魅力をさらに高め“選ばれる大学”のポジションを確立する
▶カリキュラムマネジメントの推進
▶ＣＯＣの成果を生かした、地域・企業との共同研究の増加
▶収入増加と経費削減、安定的な大学運営　　など

▶中期計画としての公表はこれから。
　ただし法人として公表している事業計画、事業報告の内容は、中期計画と連動させている

▶マスタープラン（５か年計画）を達成するために、部署ごとのアクションプラン（年次計画）を毎年策定
▶全教職員が計画の進捗を共有する報告会を夏に開催
▶担当部局は月１回の業務推進会議（議長：理事長）で、計画の進捗を報告
▶アクションプランの達成度を評価する外部理事、監事を審査員に含む審査会を年度末に開催
▶教職協働組織である学長室が、トップと現場、あるいは教員と職員の仲介役として、
　コミュニケーションギャップを埋める

学長室

①
課題分析

②
マスター
プラン作成

③
アクション
プラン作成

④
承認

⑤
進捗確認

⑥
次年度の
予算策定

⑦
中期計画の
見直し

注目！

人
材
の
方
向
性
が
よ
り
具
体
的
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
は
各
学
部
で
行
っ
て
い

た
教
員
の
採
用
選
考
に
、
現
在
は
教
学

幹
部
の
面
接
を
加
え
て
、
中
期
計
画
の

方
向
性
に
沿
う
人
材
を
優
先
的
に
招
き

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
２
期
目
の
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
地
域

連
携
教
育
が 

     ＊
Ｃ
Ｏ
Ｃ
採
択
と
い
う
形

で
結
実
し
て
以
降
、「
地
域
の
大
学
」

と
し
て
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
定

員
充
足
が
常
態
化
し
ま
し
た
。
計
画
に

沿
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
成
果
と
し

て
表
れ
、
現
場
の
教
職
員
も
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
募
集
エ
リ
ア
の
大
分
県
は

他
県
以
上
に
18
歳
人
口
の
減
少
が
顕
著

で
す
。
地
域
連
携
教
育
を
通
し
て
築
い

た
地
域
と
の
信
頼
を
ベ
ー
ス
に
、
３
期

目
は
産
学
連
携
を
推
し
進
め
て
、
教
育

と
研
究
の
両
面
で
「
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
学
」
へ
と
踏
み
込
ん
で
い

き
ま
す
。

　
本
学
が
中
期
計
画
を
運
用
し
始
め
た

の
は
２
０
０
９
年
度
で
す
。
当
時
は
定

員
未
充
足
で
あ
っ
た
た
め
、
学
生
募
集

や
財
務
体
質
の
改
善
が
急
務
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
執
行
部
が
打
ち
出
し

た
第
１
期
計
画
は
、教
養
教
育
の
改
革
、

支
出
の
削
減
な
ど
を
達
成
し
た
一
方
、

学
内
に
戸
惑
い
も
残
し
ま
し
た
。
執
行

部
が
示
し
た
理
念
を
現
場
が
十
分
に
理

解
で
き
ず
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
が
不

明
瞭
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
、
現

場
の
視
点
で
理
念
を
翻
訳
す
る
機
能
が

ど
の
組
織
に
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
原
因
で
し
た
。

　
そ
の
反
省
を
生
か
し
２
期
目
は
、
執

行
部
と
教
職
員
の
橋
渡
し
を
行
う
機
関

と
し
て
学
長
室
を
新
設
。
５
か
年
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設

定
を
学
長
室
主
導
で
進
め
、
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
１
年
単
位
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
作
成
を
各
部
局
で
行
う
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

３
期
目
で
は
、
さ
ら
に
現
場
の
主
体
的

な
取
り
組
み
を
促
す
た
め
、
学
長
室
は

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
た
た

き
台
を
つ
く
る
に
と
ど
め
、
内
容
は
部

局
と
学
長
室
で
話
し
合
い
な
が
ら
詰
め

て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
あ

ま
り
、
手
が
回
ら
な
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
３
期
目

は
そ
の
数
を
71
か
ら
38
に
ま
で
絞
り
ま

し
た
。

　
私
は
、
現
場
の
日
々
の
業
務
が
大
学

の
将
来
に
ど
う
つ
な
が
る
か
を
示
す
こ

と
が
、
中
期
計
画
の
一
番
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
学
が
生

き
残
る
道
筋
を
全
構
成
員
に
示
し
、
業

務
の
〝
よ
り
ど
こ
ろ
〞
と
な
る
も
の
が

中
期
計
画
な
の
で
す
。
２
期
目
か
ら
は

「
や
る
こ
と
が
明
確
で
働
き
や
す
く

な
っ
た
」
と
い
う
声
が
現
場
の
教
職
員

か
ら
挙
が
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
の
使
い
方
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
２
期
目
の
途
中
か
ら
予
算
編
成

を
中
期
計
画
と
連
動
さ
せ
、
計
画
の
実

現
に
不
可
欠
な
項
目
に
予
算
を
集
中
投

下
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
計
画
を
実
行
す
る
た
め
の
予
算
を
別

途
確
保
す
る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

各
部
局
が
持
つ
予
算
の
使
い
方
を
変
え

る
こ
と
で
、こ
れ
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

特
に
３
期
目
は
、
計
画
に
資
す
る
か
否

か
を
基
準
に
各
部
局
の
取
り
組
み
を
大

胆
に
絞
り
込
み
、
支
出
の
削
減
と
教
育
・

研
究
の
特
色
化
の
推
進
と
を
同
時
に
実

現
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
面
で
も
、
募
集
・
採
用
す
べ
き

５
年
単
位
の
中
期
計
画
の
３
期
目
を
迎
え
た

日
本
文
理
大
学
は
、計
画
を
判
断
基
準
と
す
る
こ
と
で
、

全
構
成
員
が
同
じ
方
向
を
向
き
つ
つ
あ
る
。

進捗報告会

審査会

実行

アクションプラン（年次計画）のＰＤＣＡ

→外部理事、監事
らが達成度を評価

→全教職員対象。
計画の進行状況を共有

評価を
フィードバック

学長室と各部局
でアクション
プランを作成

夏休み

年度末

業
務
、予
算
、人
事…

あ
ら
ゆ
る
判
断
の
基
軸
に

学内の課題を
全て集め、や
るべきことを見
極める

学長室で作成
し承認を得る

②を基に各部
局ごとでアク
ションプランと
指標作成

経 営 戦 略 会
議、大学評議
会、理事会に
かける

月次 、夏の報
告会、年度末
の審査会を実
施

各部局で予算
検討、中期計
画との整合性
確認

1 年ごとに 見
直しブラッシュ
アップ

＊地（知）の拠点整備事業


